






要約 

わが国における妊産婦死亡の現状分析から社会的因子の大きい関与と救急的性格の強い出

血,産科ショックなどが,これからの妊産婦死亡予防対策に重要なポイントを握っているこ

とが示唆された。今後妊産婦死亡を減少させるためには,とくにこれらの点に力を入れた妊

産婦管理が必要であり,同時に欧米並みの死因調査委員会の設置が望まれる。 

本年度は初年度であったが,幸いに全国調査ができた。次年度もこの調査を継続し,その実

態をより明確にし,妊産婦死亡防止の具体策をうちたてたい。 

終りに,ご協力いただいた厚生省大臣官房統計情報部の関係者の皆様に深甚の謝意をささ

げたい。 


